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平成31（2019）年度 
ぜん息モデルマウスへの 
硫酸アンモニウムばく露実験 

 

東京都健康安全研究センター 
生体影響研究科 

感作及びばく露のプロトコール（予定） 

群 OVA免疫・感作 硫酸アンモニウム吸入ばく露 動物数(気道抵抗) 

1 なし    0 mg/m3 (PBS) 16 (4) 

2 なし    1 mg/m3  16 (4) 

3 なし    10 mg/m3  16 (4) 

4 あり    0 mg/m3  (PBS) 16 (4) 

5 あり    1 mg/m3  16 (4) 

6 あり    10 mg/m3  16 (4) 

免疫 
ネブライザー感作（全身）  

      ６回 

採血 

IgE測定 

解剖 

0 14 27  29  31   33    35    37 38 

硫酸アンモニウムばく露 

       6回 

21 日数 
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その他のプロトコール案 
免疫 

0 14 27  29  31   33    35    37 38 

硫酸アンモニウム  6回 

21 

感作 6回 

基準プロトコール案 

①ばく露頻度を増やす 

②期間を短くする 

④後半にばく露する 

⑤免疫の際にもばく露する 

解剖 

0 14 27  29  31   33    35    37 38 21 

0 14 27  29  31   33    35    37 38 21 

0 14 27  29  31   33    35    37 38 21 

0 14 27  29  31 32 21 

採血 
日数 

③事前にばく露を開始する 0 14 27  29  31   33    35    37 38 21 




